
４

木
製
ス
ツ
ー
ル
に
再
利
用

使
用
後
の
丸
太
ト
ー
チ
は
、
木
材
特
有

の
消
し
炭
が
脚
の
部
分
や
末
口
部
分
に
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
を
ナ
タ
や
ノ
ミ
で

削
り
落
と
し
、
木
口
や
脚
部
を
電
動
サ
ン

ダ
ー
や
紙
や
す
り
で
滑
ら
か
に
仕
上
げ
る

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
製
ス
ツ
ー
ル
に
変
身

し
ま
す
。
炭
の
焦
げ
目
や
根
張
り
や
節
な

ど
、
焼
け
残
っ
た
部
分
の
個
性
豊
か
な
野

趣
あ
ふ
れ
る
木
製
ス
ツ
ー
ル
に
変
わ
り
ま

す
。
焼
け
残
り
の
節
の
部
分
や
脚
の
合
わ

せ
部
の
曲
線
が
微
妙
に
現
れ
、
味
わ
い
が

出
ま
す
。

特
に
、
根
張
り
の
あ
る
丸
太
は
、
元
口

か
ら
切
れ
込
み
を
入
れ
る
と
脚
部
が
外
へ

拡
が
り
安
定
感
が
出
ま
す
。
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
木
香
も
残
り
、
お
手
製
の
家
具
と
し

て
、
末
永
く
炭
素
を
蓄
え
た
ま
ま
使
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
手
軽
な
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
と
し
て
普

及
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

３
月
９
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
国
際
森
林
年
記
念
「
第
15
回
森
林
は

友
達
！
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
旧
東
京

分
局
管
内
（
茨
城
県
か
ら
静
岡
県
ま
で

の
１
都
６
県
）
の
森
林
管
理
署
、
森
林

管
理
事
務
所
、
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
等

が
行
っ
た
「
森
林
教
室
・
体
験
林
業
」

に
参
加
し
た
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象

に
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理

解
や
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
関
東
森
林
管
理
局
東

京
事
務
所
と
（
社
）
東
京
林
業
土
木
協

会
が
共
催
し
て
、
毎
年
度
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
、
21
団
体
（
小
学
校

19
校
、
団
体
2
）
か
ら
１
，
５
３
３
名

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
（
２
０
１
１
年
）
は
、
国
際
森

林
年
と
し
て
世
界
中
で
森
林
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
活
動
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
も
国
際
森
林
年
の
関
連
行
事
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
な
？
」
と
題
し
て
、
東
日
本
大

震
災
の
巨
大
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
海
岸
林
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

津
波
の
被
害
を
く
い
止
め
て
い
た
事
実

を
知
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
森
林

と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
興
味
を
持

ち
、
調
べ
て
い
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
等
を
素
直
に
自
分
の
言
葉

で
書
い
た
相
模
女
子
大
学
小
学
部
４
年

生
の
藤
澤
ひ
ろ
み
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し

た
。こ

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
後
も

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
森
林
・
林
業

が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
を
考

え
る
場
と
し
て
続
け
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

（５）平成２４年５月８日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９８号

幹
部
の
紹
介

５
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

最優秀賞（林野庁長官賞）授与

東
京
事
務
所

森
林
管
理
署
支
署
長

▽
福
島
森
林
管
理
署

白
河
支
署
長

相
原

慎
二

（
群
馬
森
林
管
理
署
次
長
）

完成した木製スツール


